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一魎 方 学 会 楓

結核病学会九州地方会発会経過報告

昭和23年8月 鵬岡縣下國立療養所、國立病院

及び九州大学で結核懇話会を毎月1回 開催 し、漸

時盛大になるとともに九州地方会発会の機運 とな

り、24年6月 準備委員会を作D、 発超人多数の

賛同のもとに会則案及び趣意書を会員に途付賛同

を得て12月4日 九州大学医学部に於て第1回 結

核病学会九州地方会総会並びに、学会 を開 催 し

た｡

第1回 評議員会により次の事項 を決議 した｡

1・ 役員の決定

a・ 会 長 戸田忠雄｡

翫 殿 問 小野寺直助、中島良貞

C・ 幹 事(◎ 印は常任)

◎貝田勝美、◎高橋喜久夫、◎三野原愛造、勝

木司馬之助、箴島四郎、 中川洋、坂 本 正徳、

赤塵一・郎、 馬場駿二、 久木田重夫、杉山浩太

良屡、佐藤肚一繭

乱 評議員 纏

戸田忠雄、 沢田藤一郎、 遠城寺宗徳、 入江英

雄、貝田勝美、鈴木司馬之助、高橋喜久夫、渡
の

辺信吉、佐々虎雄、勝屋弘辰、内山八郎、縄田

千郎、亀田魁輔、宇宿誠吾、中村京亮 篠崎哲

四郎、赤星一郎、 占部薫、 長岡研二、 富田三

第1回 九 州 地 方 学 会

亀

郎.石 西進、 赤染種章、六反田藤吉、 坂元正

徳、河北靖夫、鳥潟恒雄.黒 木政治、唆木彦書、

勝闇田功、久木田重夫、影浦尚視、中川洋、杉

山浩太郎、辻村秀夫、久保久雄、三野原愛造、

大串英夫、松藤宗次、吉佳嬉夫、馬揚駿二・林

田政幸、箴島四郎、村山喜代治、池田勝、前田

勝政、服部幾之助、坂本輯、岡谷良武、佐藤八

郎、高田i義、塩幅岩雄、吉浦一雄、星野信夫、

佐藤肚一・権藤砧一・騨中正一・阿堪保郎 .
2・ 会費の件'

a.100円(但 し入会金40円 を含む)昭和24年 度

h昭 和25年 度より会費100円 に改め,入 会金

40円 は別とする｡

3・ 來年度学会開催地の件

九州大学医学部 とする｡

4本 学会講演抄録を本年度は爾岡医学雑誌に掲

載する｡導

学会は九州大挙を医学部中央講堂にて開催し、

約600名 の聴講あり、盛大裡に終 了する｡

現在の会員205名 な り｡

以上簡軍でありますが経過並びに現況 を報告 し
β

ま し光｡

昭和24年12月4日
於 九 州 大 学 医 学 部

学 会 演題

1・ 大牟田市某工揚に於ける連続集團検診成績 島 隆 允(久 大 放)

2・ 結核菌の発育に関する研究(第1報)

炭末添加無蛋白深部培養 三 淵 一 二(九 大 細 菌)

3・ 結核菌の培養手技を簡易化することについての試み 杉幽浩太郎.佐 伯 清 美(大 九 三 内)

4・B・C・G・ord燥 ヴクチンに関する研究 藤 本 芙 二 雄(九 犬 細 菌)

5・B・C・G・ 乱切接種法に関する研究 武谷健二 内 田 正(九 大 細 菌)

6・ 結核菌及び抗酸 性菌の菌体成分のスベク トルによる研究 小 池 聖 淳(九 大 細 菌ン

7・ 結核菌体成分の自律神経系に及ぼす影響に就て 西JII勝 義(九 大 細 菌)

8.抗 菌性放線歌菌殊に 「ス トレブ トvイ シン」産生株の研究に就て

池見酉次郎 北崎 智彦 松田 一義(九 大 三 内)

9.結 核菌及びチモテー菌のス トレプ トマイシンによる変異の研究 知 念 定 三(九 大 細 菌)
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10.結 核菌発育に及ぼす各種化学藥品の協力痢用

11・ 結核菌の 「ス トレ7トvイ シン」感受性に就て

12・ 抗結核剤の結核菌代謝に及ぼす影響(第1報)

13・ 肺結核患者の硫黄代謝に就て(1)2.3藥 物の之に及ぼす影響

・ 一 前田 勝敏
蝕 肺 結鵬 渚 の血清昇莱購 と血漿蛋白に就て・}

瓢 肺結桟 窓者めプ・ ト・ンピン時間に就て

?6.
、、 、 、"

上

佐

岡

田 涯 も三(九 大 細 菌)

伯 清 美(九 大ご三 丙)

杜 晃(幅 岡 療)

藤原 潤三 野尾 健一(豊 幅 園)

橋 本 修 治(鹿 大佼藤内)

米 沢 藤 士(鹿 大佐藤内)

肺結檬憲者の尿ケ トエノール物質量及び色素凝結に対する尿の保護能力に就て

"
1索 肺結核患者の焦性葡萄酸反慮に就て

18:ッ 噸 ク リ蒲 製蛋白質に関する研窪

19.ツ ペルク リン反慮疑陽性に就ての観察

20.「 ッ〈sルク リン」反慮 と「コツホ」氏現象に就て

21.

22｡
)」7

関する知見

23.妊 婦の結核 田中 博之 川野高樹

24・ 結核症の体質学的観察

25・ 大分縣尾平鉱山に於ける硅肺症の臨床的観察

、 秦 一・
ち

26.

「ツ〈εル ク リン、 ア レル ギ ー」に及 ぼ す放 射 線 の影 響 に 就 て

著し贈 癒鮪 を呈した徽 性脳麟 の一例並に脳質内結瀦 節の厳 過激 、
岡 宗 由(九 大 病 理)

後藤キミ子 早川キミヱ 吉田英子(飯 塚 保)

田 中 國 夫(飯 塚 市)

阿武 保郎 永田 信行 く久 大 放)

瀬分 満夫 片手 勝郎(鹿 大佐蕩内)

識 谷 健二 三淵 一・二(九 大 細菌)

後 藤 正 彦(長 大風土研}

原 養 一 郎(九 大 小 見)

青 木 榮 雄(九 大 放)

之(緒 方村組合病)

「ッ〈どル ク リン、 ア レル ゴメ トリー 」と小見 体 質 との 関係 に就 て

特 刷 講

B.C.G.ワ ク チ ンの検 定 に就 て

特 男唾 講

「ス トレプ トマ イ シン」に 関 す る問題

(追 加 恥

(〃

演

演

結 核 症 に お け る「ス トレプ トマ イ シン」使 用経 験

林 三 郎(三 菱尾平鉱)

柏 修(九 大小見)

九大教授 戸 田 忠 雄

九大教授 沢 田 藤 一 郎

持永 常一外九名(佐 賀 療)

2・)肺 結核喉頭結咳に対する「ス玉レフ トマイシン」の治摩経験

米沢 藤士 有馬 俊典(鹿 大佐藤内)

(〃3・)・ 「ス トレブ トマ壇シン」が著効を奏した粟粒結核の一例 阿 武 ・壽 人(九 大"内)も

(〃4.)「 ス トレプ トマイシン」の結核治効機韓に就ての臨床考察

富田 三郎 谷山 雅哉 松 永 武・(小倉市立病)

〈〃 翫〉 人の肺結核に対する「ス トレプ トマイシン」と沃度剤との併用療法に就 て
づ な

吉 佳 好 夫(久 医 大)

〈 〃6・)結 核に対するス トレプ トマイシンの治験例 高 岡 .義(加 治木國療)
27・ 「ス トレブ トvイ シン」治療 をうけた結核症例の剖見所見

、 久保 久雄 前田 和樽 大島 能三 田島 洋一 中 川 局(熊 大 病 理)

(追 加)結 核性脳膜炎の治療に関する研究(第1報)1本 聞 公 一(九 大 小 児)

2&肺 結核に対するプロミン療法の経験 ・

勝木司馬之助 内田 発弘 渡辺 俊兜 中山 富之 上田 涯三 安部 正志(筑 紫 病)

29・ 肺結核に対するビタ ミンK療 法の効果について

(追 加)肺 結核の放射線治療について

　ウ
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炉古森善五郎 弓削 灘彦(久 大 外 科)

赤 星 一 郎(薦 岡厚生園
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30s氣 管支に関する二、三の問題について 森 万 壽 夫(九 大 三 内)

(追 加)結 核鹿の氣管支並に肺血管 レ線陳について
ゆ へ き

勝木司馬之助 宅野五郎 山田敬・一郎 岡 信太郎 繍(筑 紫 病)
シ

31.人 工氣胸療法における胸腔濠出液発生原因並に防止対策 について

深 水 眞 吾(再 春 荘)

(追力日.)人 環 胸療法の齢 燗 する私見)甥 五郎 細 騨 仇 ㌣ 内海 翻)

(〃2.)肺 締核外科における硬膜外麻痺法め慮用 脇 坂 順 一・(九 大 二 外)

32.肋 膜騰 焼灼循70例 の経験 梅 本 三 之 加(清 光 園う・

(追加1.)肋 膜癒着焼灼術3嘲 の知見 光 野 儀(九 大 一丙)

(〃2.)肋 膜癒着嶢灼20余 例の経験,毒
も

内田 発弘 中山 富三 宅野 五郎 山田敬一郎(筑 紫 病〉

(〃3・)國 立療養所旙壽園における胸腔内癒着嶢切衛例,

中島 利男 豊 原 弘(九 大二内、旙壽園)

('4・)肋 膜癒着焼 灼術後の滲萬液瀦溜防丘 について

貝田 勝美 佐藤 肚一 森 万壽夫(九 大 三 内)

特 別 講 演 ・

合成樹脂球の充填について.,九 大講師 旛岡療養所 高 橋 喜 久 夫

魑 加1・)肋 膜胎 成欄 旨輝 術の人体に及ぼす影響について 、
'

、 箴島｡四郎 高塚富士夫(國 立佐賀療)

(〃2・)胸 膜外合 成樹脂球充墳術後の臨床経過 小 清 水 定 夫(再 奉 荘)
セ タ

て 〃3・),予 の考案せ る胸廓成形衛の術式について 序 島 利,男 く旙 壽 園).

(〃4.)肺 結核に対する合成樹脂充填術緩の経過観察 ・

富田 三郎 谷山 雅成 田村 忠雄 森 田 浩 川島 正 通(小 倉市病)

(〃 恥 虚腕療法の後療法としての安翻 の問題
ヤ も

三野原愛道 輻田 正隆 中岡 司夫 加藤 敏也(九 大二内、顧壽園)

(〃6.)下 肺野病巣に対する虚睨療法 豊 原 弘(九 大二二内心輻壽園)
∫

(〃 乳)外 科的盧睨療法の対側と「次的胸廓成形術

,三 野原愛道 驕田 正隆(九 大二内、輻壽園)

(〃&)國 立療養所綴壽園に於ける外科的盧脱療法の綜合成績,.
le■

加藤 敏也幅田 正隆 中岡 司夫三野原愛道

宅 野 五 郎 中島 利男 豊 原 弘(九 大二内、幅壽園)

(〃9.)当 教室に於ける外科的療法の成績について ・ ＼

｡貝 田 勝美 佐藤 肚一 森 万壽夫(九 大 三 吋)

(r10・)我 療養所に於ける肺結核の外科的療法例

高 岡 儀 黒 江 健(加 治木療)内 山 八郎(鹿 大)

(〃 ユ1.)筋 骨膜外合成樹脂充填衛について 安 永'敏 教(麺 川 國 病)

33・E六 室洞に対する治療について 、 、 吉 浦 一 雄(大 村.病)

追加演題

1.銀 水園に於七使用した「ス トレプ トマイシン」の使用成締.銀 水園 武 谷'慶 宣

2.ス トレプ トマイシン間歓投與の一経験について,"一 松 永 勝 彦

3.筋 膜 外合成樹脂球充填衛後に併発せる上騰神経叢麻痺の症例について'1〃

●
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